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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヴィクトリア朝を専門とする歴史学者と現代日本思想・風俗を専門とする社会学
者とのコラボレーションを大きな特徴として、イギリスないし旧植民地、さらには日本でも顕著に認められる現代の文
化現象、「ヴィクトリア朝的なるものへのオブセッション」の起源と展開のプロセスを分析した。21世紀に入った日本
で顕在化したロリータファッションを含む「カワイイ文化」とヴィクトリア朝文化との親和性には、明治日本以来醸成
された「男らしさ」の変容とともに、それを乗り越える戦略も読み取れる。「ヴィクトリア朝的なるものへのオブセッ
ション」は、単なる文化の脚色・改作を超えて、日本の立ち位置を探る指標ともなりえる。

研究成果の概要（英文）：Since the turn of the century, the obsession with Things Victorian has become a 
modern-world cultural phenomenon found, not only in British Isles but also in Eastern Asia, including 
Japan. This phenomenon is sometimes called “Neo-Victorianism”, but it is not so easy to see that this 
adaption of Things Victorian is just rooted in nostalgia for “the good old days” of the Victorians. Why 
has the Victorian period influenced such a variety of cultures in the early 21st century? The aim of this 
joint research is, through a discussion between historians and sociologists, to analyze how this 
obsession was made, developed and remade up to our own time, overcoming much violence in the 20th 
century. One of the interesting results of our discussion is that making of so-called “Kawaii cultures” 
in contemporary Japan including “Lolita fashion” was closely connected with the process by which this 
obsession developed, morally as well as materially.

研究分野： 人文学

キーワード： ヴィクトリア朝文化　ネオ･ヴィクトリアニズム　オブセッション　ノスタルジー　第一次世界大戦　再
記憶化　ロリータファッション　ツーリズム
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１．研究開始当初の背景 
ヴィクトリア女王の治世(1837-1901)、いわ

ゆるヴィクトリア朝時代は、政治、経済、社
会、文化、文学、科学技術、教育等、いずれ
の領域においても、独特の価値観や世界観、
モラルが生まれ育まれた時代として知られ
る。他の君主の統治期に比べて、研究蓄積が
圧倒的に豊かであるのも、64 年近いその治世
の長さとともに、この期間に変化、再編、発
展した思想や概念、制度や組織が、現代世界
の基底を成しているからだと思われる。この
時代を多角的に扱う雑誌 Victorian Studies
は、1956 年の創刊以来、国際情勢や時代の
変化に対応しつつ、高い質を保ちながら現在
に至る。と同時に、なぜ 1956 年にヴィクト
リア朝時代を対象とする専門雑誌が生まれ
たのかは、改めて考えてみる必要がある。 
加えて、イギリス帝国の拡大期と重なるヴ

ィクトリア朝時代、とりわけその後期は、「帝
国主義というグローバル化」の開始の時期で
あり、経済のみならず、技術や学知、情報、
環境等のグローバル・ネットワーク構築の時
代としても注目される。それゆえに、このネ
ットワークに内包された日本でも、幕末から
明治時代をほぼ網羅するヴィクトリア朝イ
ギリスへの関心は、今なお極めて高い。その
一例を、2001 年、「文学、歴史、経済、美術
などのジャンルを通した研究に基づきなが
らも、そのジャンルのみにとらわれることな
く、広い視野からの学際的研究によりヴィク
トリア朝イギリスについての理解を深める
こと」を目的に設立された「日本ヴィクトリ
ア朝文化研究学会」の活動に認めることがで
きよう（上記「」内は同学会 HP より引用。
2011 年 11 月より同学会事務局は、本研究拠
点である甲南大学に移管）。 
「一君主の治世を“ひとつの時代”として

括ることにどれほどの意味があるのだろう
か」という批判を一方に受けながらも、多く
の著作や論文が、今なお、「19 世紀イギリス」
や｢イギリス近代｣ではなく、｢ヴィクトリア
朝イギリス(Victorian Britain)｣という表現
を使用し続けている。それは、この時代に出
現した知や情報、様々な作品、そしてそれら
を支える価値観や世界観、概念や用語、考え
方の枠組みなどに、「近代」や「19 世紀」と
いった切り取り方ではうまく見えない時代
性が、イギリスのアイデンティティ（のよう
なもの）が認められる/感じられる/存在する
ように思われるからだろう。本研究が重視す
るのは、まさしくこの「自分たちを説明する
何かが、あたかも存在するような感覚」であ
る。 
たとえば、各国の文学や歴史、ないし学際

的な研究対象とされる「文化」への視座を広
げ、理解を深めることを目的に編まれ
た”Cambridge Companion to Culture シリ
ーズ“は、｢近代(Modern)｣と国名（の形容詞
形）をタイトルとしているが、イギリスに関
しては、｢ヴィクトリア朝文化 (Victorian 

Culture) ｣を｢イギリス近代文化 (Modern 
British Culture)｣と同時に出版した（正確に
は、前者が後者より半年早く公刊されてい
る）。『ヴィクトリア朝文化』の編者は、歴史
のカテゴリーとして「ヴィクトリア朝(1837
～1901)」という時代区分自体に特別の意味
があるわけではないし、そこに何か一貫した
見方や考え方があるわけでもないと言いつ
つも、その後に次のように付記している。 
｢“ヴィクトリア朝の(Victorian)”という括

りを、単なる時代区分を超えて意味あるもの
にしているのは、当時の人びとの“文化”への
こだわりである」(ed. by Francis O’Gorman, 
The Cambridge Companion to Victorian 
Culture, Cambridge: Cambridge 
University Press, 2010, p.5)。 
ここにいう｢文化｣とは、あらゆる人間の営
みを包み込み、「個々の事物や人、ないし言
説や活動を創造し、それらと交渉する、知的、
物理的、経済的、社会的な環境」(Ibid.,p.6)
のことであり、本研究でもこの意味で「文化」
という言葉を使用する。こうした概念につい
ては、研究代表者である井野瀬を編者に、高
田・小関両研究分担者が執筆に加わった『イ
ギリス文化史』（昭和堂、2010 年）の構想、
執筆過程でも議論してきた。本共同研究はそ
の延長線上にある。 
そのうえで、本研究は、「ヴィクトリア朝

文化」と表現される思考や行動の枠組みが、
21 世紀の今なお、イギリスのみならず、かつ
てイギリスが公式、非公式に支配した地域で
も、ある種の「参照軸」となっていることに
着目する。たとえば、以下がその例である。 
(A)世界で初めてロンドンで開催(1851)され
た万国博覧会という事物展示の仕組み。 
(B)そこで可視化された数多くの発明（鉄道や
電話、カメラ、映画、電灯、蓄音器、車、海
底ケーブル等）が、人間の空間認識や他者と
の関係性に与えた変化。 
(C)全国紙『タイムズ』のウィリアム・H・ラ
ッセルが初の従軍記者として同行したクリ
ミア戦争以降、リアルに届けられるようにな
った情報を通じて生活に溢れはじめた戦争
と「戦争の記憶」。 
(D)「人間の心、霊魂は死後も存在するか」と
いう真摯な問いと心霊主義の流行。 
こうした思考や行動の枠組み、問題意識か

らは、「ヴィクトリア朝」という時代が、1901
年の女王の死で終わったわけではないこと
は明らかだろう。 
実際、女王崩御直後から、その価値観や世

界観は直後の世代から強い反発を受けるが、
その批判自体、その後の時代・社会のなかで
大きく変質し、やがてノスタルジーともなっ
ていく。そのなかで、｢ヴィクトリア朝的な
るもの(Things Victorian)｣は、イギリスの人
びとのものの考え方や感じ方、さらにはイギ
リスから強い影響を受けた旧植民地の人び
との思考までをも拘束する、いわば｢幻想｣に
まで成長していったと考えられる。だからこ



そ、新聞・雑誌等数多くの書評で取り上げら
れたマシュー・スウィートの著作『ヴィクト
リア朝人の創造』(2001)は、次のように主張
する。 
「ヴィクトリア朝人は、われわれの生活と感
覚を、それとはわからない無数のやり方で創
造した。彼らは今なお、われわれとともにあ
る 」 (Matthew Sweet, Inventing the 
Victorians, London: Faber and Faber, 2001, 
p.xxiii)。 
われわれ現代人を拘束し続けるヴィクト

リア朝人。ヴィクトリア朝時代をたえず「参
照する/しようとする」現代人のまなざしを、
本研究では「ヴィクトリア朝幻想」と呼び、
ヴィクトリア女王の死の直後から始まるそ
の形成過程を解明していく。この問題意識ゆ
えに、本研究は、歴史学者と社会学者のコラ
ボレーションであることを最大の特徴とす
る。そして、この幻想を解体、脱構築しなが
ら、われわれが生きる現代を考える新たな視
座を得られればとも考えている。 
 
２．研究の目的 
ヴィクトリア朝（1837-1901）は「文化」

に強いこだわりを見せた時代であるととも
に、その思考や行動の枠組みや問題意識、価
値観や世界観は、反発にせよ郷愁にせよ、そ
の後の時代に与えた影響は深く大きい。｢ヴ
ィクトリア朝的なるもの｣は、今なおイギリ
スや旧植民地の人びとを、さらには、明治日
本はじめ、かつてヴィクトリア朝イギリスか
ら政治、経済、社会、文化などの点で強い影
響を受けた国家や地域、人びとの思想や価値
観をも拘束しているように思われる。  
本研究では、21 世紀初頭の今なお、「われ

われとともにある」と言われるこの時代への
オブセッション、この時代への（ある種の憧
れを伴った）まなざしを「ヴィクトリア朝幻
想」と呼び、その本質を考えるために、その
形成過程を具体的に見直すとともに、この幻
想を解体、脱構築するなかで、社会学的思考
を加えながら、われわれ自身とわれわれが生
きる現代を見直す「新たな視座」を得ること
を目的としている。 

 
３．研究の方法 
本研究プロジェクトの構成員 5人のそれぞ

れの研究課題は以下の通りである。 
 

＊井野瀬久美惠：「博愛主義の帝国」幻想の
脱構築――「野蛮」と「文明」の境界線をめ
ぐる攻防 
＊高田実：「ヴィクトリア朝価値観」の脱構
築――「自助」と「リスペクタビリティ」を
めぐる言説と実態を中心に 
＊小関隆：「平和的王国」の幻想――第一次
世界大戦後からヴィクトリア朝をふり返る 
＊藤本憲一：イギリスの「外」からの「ヴィ
クトリア朝幻想」の逆伝達現象 

＊工藤保則：「見せる/見る」装置における
ヴィクトリア朝イギリスと現代日本の連続
性 

 
各自の課題を中心にしつつも、より多面的に
「ヴィクトリア朝幻想」の形成と変質、再形
成を捉えるために、定例の研究会を開き、そ
こで、この「幻想」と関わるテーマを研究す
る専門家から報告を聴いた。歴史学と社会学
それぞれの関連研究成果、特に書評について
は、研究代表者、分担者の間でメール等によ
る情報交換を定期的に行い、それらをどのよ
うに研究に取り入れるかもメール会議を適
宜行った。 
 
４．研究成果 
(1)本研究は、歴史学と社会学とのコラボレ
ーションであることを最大の特徴とする。こ
の 2つの学問領域で「ヴィクトリア朝幻想」
をどのように捉えるか、それぞれの課題や問
題意識とのすり合わせ自体、専門分野を横断
する成果といえるだろう。このとき確認され
たことは以下の通りである。 
①「ヴィクトリア朝幻想」は、現代の日常生
活、われわれの感覚や感性と多様かつ深く関
わっている。 
②20 世紀前半の 2つの世界大戦、後半に起こ
った植民地主義の変容、脱植民地化とポスト
コロニアル状況、冷戦体制の崩壊、ヨーロッ
パ再編(EU とその拡大)などの国際情勢の変
化――こうした歴史の「大きな物語」と関わ
りながら、そして、その「物語」の下で生じ
たイギリス社会の変容を反映、相対化しなが
ら、「ヴィクトリア朝幻想」は、構築、再構
築されていった。 
③現代世界の「ヴィクトリア朝幻想」と直接
関わる問題としては、1990 年代以降のツーリ
ズムがあげられる。それは、ヴィクトリア朝
中産階級の価値観を強調したサッチャーリ
ズムへの評価や反動など、現代政治と通じて
いる。 
④この幻想と関わって、近年日本でも数多く
翻訳された/今なお翻訳されつつある、（い
わゆる）｢ネオ・ヴィクトリアニズム｣とよば
れる小説群の調査、分析は、まだ緒に就いた
ばかりであり、整理・分析の必要がある。 
 
(2)歴史学者と社会学者との議論のなかで浮
かび上がった具体的な問題のひとつは、「な
ぜ21世紀の現代世界で、ヴィクトリア朝ない
しヴィクトリア朝文化と銘打たれたものが売
れるか」ということだった。過去へのノスタ
ルジーはいつの時代にもある。「ヴィクトリ
ア朝幻想」もそうしたノスタルジーのひとつ
に過ぎないのか。だとしても、21世紀の今、
なぜ「ヴィクトリア朝」なのか。 
これらの問いを考えるうえで、本研究会が

注目したのは、21 世紀初頭の「日本からの発
想」である。日本では、『下妻物語』（2004
年映画化）以降、特に都市部で、若者文化と



してのロリータ・ファッションが顕在化した。
2009 年には、外務省のポップカルチャー発
信使(通称、カワイイ大使)の一人として、ロ
リータ・ファッションのカリスマ的存在、青
木美沙子氏が選ばれた。本共同研究が注目し
たのは、こうした国際的現象化しつつあった
ロリータ・ファッションとヴィクトリア朝文
化との強い親和性であった。 
研究会では、ロリータ・ファッションを卒

論に掲げた本学学生への聞き取り調査を含
めて、このファッションに付随する多様なコ
ード（この衣装を身につける若い女性たちの
間に成立している暗黙の合意）が、ヴィクト
リア朝時代に創造/想像された価値観や具体
的なモノと密接に結びつき、イメージ化され
ていることを明らかにした。とりわけ、1850
年代、ヴィクトリア朝美術界で改革を試みた
若手芸術家集団「ラファエロ前派」の美意識
と多様につながっていることが確認された。
そのことに無自覚なままに、21 世紀の今、イ
ギリス（そしてフランスやロシアなど）の若
者たちが、ロリータ・ファッションを「日本
発の文化」として受容している事実は興味深
い。それは、単なるノスタルジーを超えて、
別の時代的・地域的コンテクストにおける
「文化再生産」のプロセスでもある。 

 
(3)①勤勉・禁欲的をよしとし、②父権的家族
像を確立し、③外から見られることを意識し
たリスペクタビリティという価値観を浸透
させた中産階級の時代、ヴィクトリア朝の文
化が、①~③の変質・崩壊過程にあった日本
の若者文化となぜ親和性があるのか。それを
考えるキーワードは、21 世紀に入った日本社
会に台頭した「カワイイ」という言葉だとい
える。この言葉と文化に関する社会学者二人
の研究は、ヴィクトリア朝と現代との関連を
考えるうえで、きわめて刺激的であった。 
「カワイイ」(スマート、小ぶり、そのう

えでのキャラ感)は、「未成熟」と関わる従来
の日本語「かわいい」を置き換え、「かわい
くない」ものを「カワイク」させている。そ
れは、伝統や権威、それと関わる成熟（おと
こおとな化）とは異なり、そうした「成熟」
や「ツヨイ」もの（＝おとなおとこ）へのア
ンチテーゼであるとともに、「ツヨイ」「成熟」
の（否定的）進化――成熟して大きく強くな
るのではなく、さらにその先、小さく軽くな
る――でもある。 
その意味で、「カワイイ」は文字通り、世

界観といえる。それは、明治の文明開化・富
国強兵以来、ヴィクトリア朝の影響下で欧米
の「優等生」として帝国主義を推進してきた、
「ツヨイ」をよしとしてきた世界観の転換を
示すものである。日本は今や、「おとこおと
なのツヨイ」領域を「カワイイ」領域に塗り
替える世界的な文化発信源となっているが、
それがヴィクトリア朝の文化表現・表象をツ
ールとしていること（＝現象としての両者の
親和性）は、そこに認められるいくつかの捩

れとともに、「ヴィクトリア朝幻想」の現代
的展開である。 
 
(4) こうした社会学者を中心とする現代日
本社会分析は、イギリスの福祉に関する再検
討と呼応する。すなわち、共同性を利用する
「強い個人」の側から見るのか、それともそ
れを支え、万が一の際に「依存」を許容する
共同性の安定的存在の側から見るのかで、
「自立」は正反対の歴史的事象として描かれ
うる。本研究では、生身の人間と触れ合う対
人ケアの有機性を踏まえるなかで、「自立」
論を脱構築する可能性を検討することがで
きた。それは、社会改革の際につねに参照さ
れてきたイギリスのヴォランタリズムが、実
は国家に強要されてきたというパラドック
スとも通底する。 
ラスキンは「生なくして富は存在しない」

という有名な言葉を用いて、金銭的富を追い
求める 19 世紀イギリス社会のあり方を批判
した。今見るべきは、貨幣が蓄積され「豊か
さ」が増進すればするだけ、「生」の危うさ
が問題にされていく、ヴィクトリア朝社会に
おける豊かさの逆説と生の再発見が、現代世
界で再現されていることなのである。 
 
(5)共同研究開始時期が第一次世界大戦勃発
100 周年へ向かう時間と重なったことから、
歴史学メンバーはこの戦争の記憶と記録に
関わった。そこから、下記小関氏の業績にあ
るように、日本の第一次世界大戦研究を国際
レベルにまで高めるものも生まれた。 
また、ヴィクトリア女王の「最後の戦争」

（そして女王の後継であるエドワード 7世に
とって「最初の戦争」）である南アフリカ戦
争(1899-1902)が刺激・高揚させた軍国主義の
内実――「陽気なエドワード期」と表裏一体
で大戦を招き寄せることになる、イギリス/
大英帝国の未来に対する（漠たる）不安――
は、「ヴィクトリア朝幻想」生成の大きな原
動力であったが、その状況は、現在の東アジ
ア国際情勢とも重なっている。 
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